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ＲＩ会長 1月のメッセージ     ＲＩ会長 マーク・ダニエル・マローニー 



ガバナー 1月のメッセージ         ガバナー 中 野  均 

新年挨拶 

 明けましておめでとうございます。 

 会員皆さまにおかれましては輝かしい新年を迎えられたことと思います。 

 昨年は、地区運営に際し、何かとご理解ご支援賜り誠にありがとうございました。公式訪

問を７月２３日和歌山ロータリークラブからスタートし１１月２６日所属クラブの堺東ロータリー

クラブで全て訪問させて頂きました。皆さまのクラブにおいての奉仕活動を広報し、公共イ

メージアップに努めて頂きたい旨、地区研修協議会でお願いさせて頂きましたところ、実施

されていることを実感しました。有難く厚くお礼申し上げます。これからも引き続きお取組

みくださいますよう宜しくお願い申し上げます。 

 また、１０月２６日、２７日ホテル・アゴーラリージェンシー大阪堺で開催しました地区大会に

は、地区外より同期ガバナー、令夫人、パストガバナーの皆さまや地区内パストガバナー、

多くの会員の皆さまそしてロータリーファミリーの皆さまのご出席を賜り盛大に開催するこ

とが出来ました。重ねてお礼申し上げます。ご講演者としてお招きした神戸大学教授木村

建次郎先生の「現行乳がん検診技術の課題と世界初マイクロ波マンモグラフィの実現」の

お話が地区大会直前に新聞・テレビ等で報道発表されタイムリーで、女性はもちろん男性に

も大変参考になる内容でありました。市民公開講座として、吉本興業ホールディング（株）取

締役副社長田中宏幸様には、「吉本興業の歴史と今後のありかた」と題し、市民の皆さま、

ロータリアンの皆さまに面白くお話し頂きました。そして、大阪観光局理事長溝端宏様から

「２０２５年大阪・関西万博に向けた大阪のイノベーション」と題し、当地区内の話題も含め、こ

れから進むべく方向をお話し頂きました。それぞれご講演をお聞き頂いた皆さまには、それ

ぞれの思いを持ってお聞き頂いたことと思います。この地区大会の企画、準備、実行と大

変お世話頂きましたホストクラブ堺東ロータリークラブの皆さま、コ・ホストクラブの皆さま

そして、お手伝いくださいました関係各位の皆さまに厚くお礼申し上げます。 

 下半期について、各委員会活動が様々予定されています。可能な限り皆さまにご案内さ

せて頂きたく思います。地区スローガン「参加してロータリー活動を楽しもう」の下、皆さま

と共に参加して楽しみたいと思いますので、引き続きご理解ご支援賜りますよう宜しくお

願い申し上げます。 

 皆さまにおかれましては、これまでに蓄積した準備を変化の年といわれる子年の今年、

実績に繋げられることをお祈り申し上げます。 



「職業奉仕」という概念 
 「ロータリーの目的」（前頁を参照）は、ロータリーの存在目的とロータリアンの責務について記し
た哲学的な声明です。職業奉仕は、「目的」の第2項を土台としており、この項で、ロータリアンは次
のことを奨励し、育むことが求められています。 

• 職業上の高い倫理基準 

• 役立つ仕事はすべて価値あるものという認識 

• 社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものとすること 

 

職業奉仕はどのように実践できるでしょうか。以下にいくつかの方法をご紹介します。 

• 例会で、各会員が自分の職業について話し、互いの職業について学び合う 

• 地域社会での奉仕プロジェクトで職業スキルを生かす 

• 高潔さを重んじて仕事に取り組み、言動を通じて模範を示すことで倫理的な行動を周囲に促す 

• 若者のキャリア目標を支援する 

• 専門能力の開発を奨励し、指導する 

職業奉仕はロータリーの核心であり、世界中の地域社会で奉仕を行う土台となるものです。 

 

行動しよう 
 職業奉仕を実践例から学ぶことができます。同様または類似した活動をクラブで実施したり、こ
れらの例を参考に現在の活動を見直したりすることをご検討ください。 





  皆様ロータリー活動を楽しんで頂いてますか？今年で職業奉仕委員長も3年

目を迎えます。私事ですが、2001年11月和歌山北ロータリークラブに入会させ

ていただき、早19年目を迎えました。私のロータリー生活の中で唯一皆様に自

慢できることが一つだけ有ります。幸せにも只今（皆出席）継続中です。振り返

れば色々な事がロータリー関係だけでも沢山の事が在りました。私が19年目も

皆出席を続けられたのは、入会当時の先輩に①例会は必ず出席する事。②誘わ

れたら断らない事。③自分から他の会員に仕事の営業をしない事。と強く指導を受けた事を実践出

来た事が良かったと思ってます。 

 そして今はロータリアンとして誇りと自覚をもって自己研鑽に努める事が真の職業奉仕につなが

ると信じています。以下に今一度4つのテスト、ロータリーに於ける職業奉仕の理想を掲載します。 

４つのテスト     

１） 真実かどうか 

２） みんなに公平か 

３） 好意と友情を深めるか 

４） みんなのためになるかどうか 

ロータリーに於ける職業奉仕の理想 

１）あらゆる職業において最も高度の道徳的水準を守り、推進する事。 

２）あらゆる有用な職業の社会に対する価値を認めること 

３）自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てること 

 奉仕部門（１．クラブ奉仕２．職業奉仕３．社会奉仕４．国際奉仕５．青少年奉仕） 

 上記奉仕部門の中でも職業奉仕がこのロータリーの根幹を占める部分だと思います。自分の生

業である業界に於いて、倫理観、道徳観、一般社会のモラル、業界のルール、マナーを弁えず幾ら業

績を上げても結果を出したとしても、業界の中で人として事業家としてリスペクト、尊敬されない人

は社会人として実業家として、ロータリアンとしては未完成だと思います。世の為、人の為に奉仕す

ることが結果として自分自身に最大の良い結果として戻ってくる。奉仕は決して見返りを求めない、

無償の愛だと私は確信しています。 

 ロータリー精神の実践を通じ業界の模範、社会の模範となることが如いてはロータリーとロータ

リアンの知名度、地位の向上に繋がると信じています。会員の皆様には４つのテストと職業奉仕の理

想をもう一度確認し理解し実践して行くことをお願いいたします。 

職業奉仕月間にちなんで 

地区職業奉仕委員長 山下 茂男 



藤井 秀香ガバナーエレクト壮行会 

 今期年度においても、ガバナーエレクトの国際協議会への出発を壮行する時期を迎

え、地区は、2019年12月6日（金）、ホテル日航関西空港で、藤井 秀香ガバナーエレクトの

国際協議会出席の壮行会を開きました。 

 中野ガバナーをはじめ、パストガバナー他、多くの地区役員が出席し、藤井ガバナー

エレクトを激励しました。 

 藤井 秀香ガバナーエレクトは、2020年1月19日～25日に米国カリフォルニア州サン

ディエゴのManchester Grand Hyatt San Diegoで開催される国際協議会に出席し、ＲＩの

研修や会議、イベントに参加するほか、各国の地区ガバナーと交流を深めて来られます。

特に次年度のＲＩ会長の方針やテーマが発表されるなど、重要な役割を担っています。 

 中野ガバナーからは「健康に留意さ

れ、頑張って下さい」花束を贈りました。

また、上松瀬地区代表幹事からも「体に

気をつけて、楽しんできてください」とコ

メントがあり、藤井ガバナーエレクトから

は「皆さんの期待に応えられるよう、しっ

かりと務めてきます。有難うございま

す」と決意を述べました。 

 



地区活動報告 

クラブ情報規定委員長会議  

地区情報規定委員会 

 地区情報規定委員会（委員長 石津 剛彦）は、2019年11月30日（土）、和歌山県JAビル２F

で、「クラブ情報規定委員長会議」を開催しました。 

 会議には、中野ガバナー、福井研修リーダーのほか、パストガバナー、ガバナーエレクト、

地区役員、ガバナー補佐、委員会委員などの関係者が出席。 

 各クラブの報規定委員長が一同に会し、①2019年決議審議会報告 ②2019年規定審議会

に関する留意点について ③2020年決議審議会・2022年規定審議会のスケジュールについ

て、それぞれ説明を受けました。特に各クラブの標準定款、細則の変更や取扱について、質

疑応答や意見交換が行われました。 



地区活動報告 

第3回 オリエンテーションとクリスマス会 

地区青少年交換委員長 豊岡 敬 

 地区青少年交換委員会は、第3回のオリエンテーションとクリスマス会

を2019年12月15日（日）に、りんくう国際物流センターで開催しました。 

 2019－2020年度の長期受入れ学生は、7名全員が出席しました。

2020－2021年度長期派遣候補生は、1名の方が所用のために欠席とな

り、1名だけの出席となりました。また、青少年交換プログラムのOB・OGの

組織であるROTEXのメンバーも11名が参加してくれました。 

 長期受入れ学生の皆さんは、来日して4か月が経ち、日本での生活にも随分と慣れたよ

うで、恒例の3分間スピーチでは、日本での生活・体験を楽しそうに話してくれて、日本語の

方も大分と上達したように感じました。 

 その後のクリスマス会では、ROTEXのメン

バーが中心に仕切ってくれまして、軽食を食

べながら、ゲームに興じ、プレゼント交換も実

施しました。長期受入れ学生の皆さんに感想

を聞いてみたところ、凄く楽しくて、満足した

みたいです。 



地区活動報告 

地区米山学友会総会及び米山奨学生クリスマス会 

 地区米山記念奨学委員会（委員長 近森 裕子）と地区米山学友小委員会（委員長 玉井 

洋司）、地区米山学友会（会長 董涛)は、2019年12月7日（土）にホテル レイクアルスターア

ルザ泉大津で、地区米山学友会総会及び米山奨学生クリスマス会を開きました。 

 午後5時から学友総会。その後、米山記念奨学生と合同でクリスマス会が開かれました。

交流を通じて、米山奨学会への理解と知識を深めてもらうことを目的に地区委員、各クラ

ブのカウンセラーやロータリアンが参加。共に楽しいひと時を過ごしました。 



クラブ活動報告 

 

河内長野東ロータリークラブ 

 

創立３５周年記念式典を開催 

 河内長野東ロータリークラブは、クラブ創立３５周年記念式典を初代会長の森明信

氏を迎え、2019年12月8日、スイスホテル南海大阪で開催しました。 

 辻 展幸会長からは、先輩諸兄への感謝。そして、社会奉仕事業として子育て支援

事業の「歌・踊・奏」、小学生サッカー大会の「ロータリーカップ」の活動報告がありまし

た。また、記念事業として観心寺境内に歌人会津八一の歌碑建立が紹介されました。 









https://www.rotary-bunko.gr.jp/



感謝のメッセージ 

 ロータリー財団より、世界中での奉仕を可能にしてくださる皆さま寄付者の方々への、

感謝のメッセージをお伝えいたします。皆さまからのご支援のおかげで、有意義で持続可

能、そして人びとの生活に変化をもたらすプロジェクトが実現されています。 

 今年は、ハリケーン「ドリアン」によって甚大な被害が出たバハマでの災害救援活動にも

資金が提供されました。10月24日には、ポリオ根絶のための認識・支援の向上を目的とした

世界ポリオデーを祝いました。また、安全な水と衛生設備を提供するUSAID（米国開発庁）と

の協力活動が実施され、キャリア支援を通じた女性のエンパワメント（英語）による地域経

済の成長も促進されました。 

 このような世界各地での重要な活動は、変化をもたらそうとする皆さまの献身的なサ

ポートによって可能となります。 

 ご支援に心から感謝申し上げます。 

ロータリー財団 



地域社会を基盤により良い世界をめざして活動する120万人の会員から成る世界
的ネットワーク、ロータリーへようこそ！ 

 ロータリーの強さは、会員にあります。会員一人ひとりがクラブにもたらすスキル、経験、熱意
が、それぞれの地域に、そして世界に変化をもたらします。会員が一体となれば、子どもたちを
苦しめるポリオ（急性灰白髄炎）を世界からなくし、平和の担い手を育て、疾病、飢餓、識字、貧困
といった問題も少しずつ解決できると私たちは信じています。 

 交流を通じてアイデアを広げ、社会奉仕への熱意を共にする人たちと生涯にわたる友情を築
く。それが、ロータリーのコミュニティです。クラブ、地区、国際ロータリーのリソースを最大限に
活用し、積極的に参加してください。 

はじめよう 

 クラブのプロジェクトや活動に積極的に参加すれば、ロータリーでの経験がさらに楽しく実り
豊かなものとなるでしょう。 

参加の方法はさまざまです。以下にほんの一例をご紹介します。 

・ 自分の知識やスキルを生かせるクラブ委員会に参加する 

・ 地域社会が抱えるニーズを突き止め、それに取り組む参加型奉仕活動を提案する 

・ 青少年奉仕プログラム（ローターアクトやインターアクトなど）を援助する 

・ 青少年交換留学生の世話をする 

・ 地区のロータリー青少年指導者養成（RYLA）プログラムのイベントを企画する 

・ 同僚や友人にクラブへの入会を勧める 

もっと多くのロータリアンと出会おう 

 ロータリーの世界的ネットワークを通じて、日本だけでなく、海外でも知り合いや友人をつくり
ながら、世界中の地域社会のための支援ネットワークを広げることができます。 





地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 



ガバナー月信は、地区と地区内クラブの
情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めてい
ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ
ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、
同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演
会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、
福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ
ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少
年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー
ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー
財団、米山記念奨学会等の活動などの案
内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、
資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ
バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地
区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の
収集等、紙面の充実に努めてまいります。 

ご協力、よろしくお願いします。 

国際ロータリー第2640地区 ガバナー事務所     〒640-8331 和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室          
                                              TEL（073）426-2640 FAX（073）426-2660 
                                              E-Mail:nakano@rid2640g.com 

国際ロータリー第2640地区  

ガバナー事務所 アクセス 

JR和歌山駅西口から徒歩7分 阪和道、和歌山インターから約10分 

本年も何卒、宜しくお願い申し上げます。 


